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86．干支篇： 馬年にちなんで 

（1）今年の年賀状では、馬〔うま、ウマ〕にちなんだ表現が目立っていた。 

  ・ウマくいく年になりますように、・・・：あけ馬しておめでとう。 

  ・百万馬力で、頑張ります・心機一転ウマれ変わった気持ちで・・・ 

・人馬一体で切り抜けたい ・ウマい話がたくさん舞い込みますように・・・ 

（2）ウマはいい表現を描きやすいが、『ウマく行く、ウマい話にはご用心』       

  昨年もこのような話しから多く詐欺被害が発生していた気がする。 

（3）現実的には、右記の表現の年賀状も一部あり人間万事塞翁が馬、即、塞翁失馬であろうか。 

  ・塞さんは馬に逃げられ、ショック、でも、後日、その馬がフィアンセを連れて戻る 

  ・息子が馬から落馬で大きな怪我を、その為に戦役を逃れた；他家の若者は戦争で戦死/跡継 

  ぎがいなくなったが、塞さんの家は跡継ぎの息子がいて安泰。 

  人生、いい事とよくない事の繰り返し      しれない。特によくない傾向の時、人間はいい知恵が

浮かぶ為の努力をするような気がする。それがまさにパワー（馬力）      。 

 

   塞： 塞さんのように不幸・幸がやってくるのが現実的 

   翁： 翁さんになれば、多くの経験を十分していて、その状況を理解している 

   失： 失なうかもしれない財産や、大きな怪我にはご用心！！ 

   馬： 馬い話、うまくいきすぎる話には乗ってダメ、失馬するよ。 

     

     タカ（鷹）だかにウソ（鷽）うたって、ハット（鳩）するようなウマい（馬）話/言葉には 

ご用心！！その裏にはサギ/詐欺（鷺）の気配が・・・十分に注意喚起が必要      。 

ウマさんと 5羽の鳥さん達がアドバイスしてくれているよ！！ 

               

             以上 
     


